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出典︓⼩⽥川合流点付替え事業
パンフレット（岡⼭河川事務所）



業務概要

業務⽬的

⼩⽥川合流点付替え事業による周辺環境への影響を検討する
ため、⼯事中のモニタリングとして⼤気環境、⽔環境及び動植
物調査等のほか、⼯事現場の環境巡視を実施し、対象事業実施
区域及びその周辺の現状把握を⾏ったものである

業務場所
倉敷市及び総社市の⾼梁川、⼩⽥川合流部周辺地域
（倉敷市⽔江地先〜船穂町柳井原地先）

業務期間 令和2年7⽉29⽇ 〜 令和3年11⽉30⽇

業務項⽬
（当初）

⽔環境調査（地下⽔位、堤外⽔路⽔位・DO等）、動物調査
（猛禽類、重要な⿂類）、植物調査（アサザ）、⽣態系調査
（アユ遡上）、環境巡視、委員会運営補助
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技術的特徴

既存資料より本事業に係る環境保全上の課題と対応⽅針
について経緯、背景を整理し、

 環境アセス、事後調査計画、ロードマップ※

 過年度モニタリング報告

 委員会意⾒
※ロードマップ︓事業中の環境保全措置について、⼯種ごとに必要
な環境調査等の項⽬と具体的な作業⽅法、作業の継続・終了の判
断基準等を明確にした計画
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技術的特徴
追加項⽬ 調査の必要性

１． 柳井原貯⽔池の⽔位低下⼯に伴い⼲出したアサザの仮移植

２．アユ産卵場調査 ⾼梁川本川におけるアユ産卵場のうち、本事業に伴う間接
的な影響が懸念される産卵場の状況把握

３． 低酸素現象による⽔⽣⽣物への影響が懸念されたことから
要因把握のため調査項⽬と調査地点を追加

４．発破時の騒⾳・振動、
低周波⾳調査

発破掘削⼯に伴う騒⾳、振動、低周波⾳の周辺集落等への
影響把握

５． 発破掘削⼯に伴う猛禽類の繁殖への影響を把握するため、
明確な状況把握が必要

６．重要種モニタリング
調査

⼯事中における重要な動植物の⽣息・⽣育状況を把握し、
必要に応じて適切な保全措置を検討

７． 貯⽔池内及びその周辺に⽣息・⽣育する特定外来⽣物等
（⿂類、植物等）の拡散防⽌

８． ⼩⽥川の河川⼯事に際し、⼯事影響範囲に⽣息する希少⿂
類等を保護移動
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技術的特徴 ①

⽣活型 多年⽣、浮葉植物

重要度
環境省RL
準絶滅危惧

岡⼭県RDB
絶滅危惧Ⅱ類

地域
特性 花が咲かない

H25年度 高梁川水系小田川付替事業 環境影響評価書

【植物の重要な種に係る環境保全措置】
・付替え河道に⽌⽔域⼜は緩流域を整備し、
直接改変の影響を受ける個体を移植する

【環境保全措置と併せて実施する対応】
・移植等に関する実験
・移植の危険分散
・植物の⽣育の状況及び⽣育環境の状況の監視

H26年度 環境保全措置等全体計画（基本計画）（案）

◆個体移植に関する実施フロー、実施⽅針の検討

H29年度 小田川付替環境調査業務

◆移植計画の策定
◆仮移植・モニタリング

R5年度 アサザ池への本移植

個体の⽣育維持
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◇経緯、
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山陽自動車道

県道279号

柳井原貯水池

⽔位低下に伴い
陸化（⼲出）

アサザ

アサザ

アサザ

衰退が懸念されるアサザ群落
（旧排⽔路）

衰退が懸念されるアサザ群落

⽔域に⽣育するアサザ群落

図.⽔位低下時のアサザの⽣育地確認

⽔際線

《新たに確認されたアサザ》
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⽔域に⽣育する個体

陸化した場所の個体

200個体、コンテナ20個 1か⽉育成

移植4か⽉後の９⽉、浮葉分布50ｍ２

500個体、コンテナ50個

ヤシ繊維マットに植え付けて育成

《確認されたアサザの移植》

保全成功
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技術的特徴 ②

H30年度 小田川付替環境調査業務

◆堤外⽔路に⽣息する在来タナゴ類等の⽣息
環境において、溶存酸素（DO）の継続的な
モニタリングを⾏うH30～

R1年度
◆⼯事中モニタリング

R2年度 ◆低DOに係る⽔質調査
秋季（10⽉）と代掻き期（5〜6⽉）に
低DO︖
⇒ ⽔質、物理環境項⽬の追加調査
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DO

（mg/L）

最大値 最小値 基準値

5～6月10月 10月10月

5～6月

5～6月

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

《DOと関連する項目の調査》

◆⽔質環境
N、P、クロロフィル
底質の酸化還元電位など

◆物理環境
流速、⽔深
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◇経緯、背景



《DOの⽇変動から⽣産・消費の関係把握》

0

1

2

3

4

5

6

0

2

4

6

8

10

12

10/10 10/11 10/12 10/13 10/14 10/15 10/16 10/17 10/18 10/19 10/20 10/21 10/22 10/23 10/24 10/25 10/26 10/27 10/28 10/29 10/30 10/31

日平均

クロロフィル

（ppb）

DO

（mg/L）

日平均ｸﾛﾛﾌｨﾙ DO生産 DO消費クロロフィル量とDO生産・
消費量はおおむね連動

DO収⽀プラス DO収⽀マイナス

図4-5-15 DO最大・最小値と生産・消費及び収支の算出イメージ

0

2

4

6

8

10

12

10/17 10/18 10/19 10/20 10/21 10/22

DO

（mg/L）

10/22の最小値
10/18の最小値

10/18の最大値

10/19の最大値
10/20の最大値

10/21の最大値
10/22の最大値

10/19の最小値
10/20の最小値

10/21の最小値

10/18の収支

10/19の収支

10/20の収支

10/21の収支

生産 消費

-3

0

3

6

9

12

10/10 10/11 10/12 10/13 10/14 10/15 10/16 10/17 10/18 10/19 10/20 10/21 10/22 10/23 10/24 10/25 10/26 10/27 10/28 10/29 10/30 10/31

DO

（mg/L）

収支 DO最大値 DO最小値

⽣産/消費の
差から把握

13



《低DOの要因把握》

・DOは、⽇中に⾼く、夜間に低下（過年度と同傾向）
・COD、N、P、クロロフィル濃度は、⼀般的な河川と
同程度、著しい⽇変動はない

・底質は泥質、還元状態
・流況は停滞

植物プランクトンの活動（⽇中の光合成による酸素⽣産、
夜間の呼吸による酸素消費）に伴い、酸素の消費が⽣産を上
回る夜間から朝⽅のDOが低いという、調査地点周辺の特有の
現象と判断。また、⿂介類の⼤量斃死は確認されず、⽣息を
確認していることから、⼀時的な低酸素状況が⽔⽣⽣物に及
ぼす影響はないものと評価 ⇒ 委員会了承

低DO要因の明確化
課題解決!!
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技術的特徴 ③

H25
年度

高梁川水系小田川付替事業 環境影響評価書

◆事業地周辺で猛禽類の営巣が確認された場合、建設
機械の稼働等による騒⾳・振動の発⽣時期に配慮

H26
年度

環境保全措置等全体計画（基本計画）（案）

◆猛禽類の営巣地に対する配慮⽅針
猛禽類調査を実施し、事業地周辺で確認された営巣
地に対し、建設機械の稼働による騒⾳・振動による
環境変化を⽣じさせないよう配慮

◆実施⽅針
①騒⾳・振動の発⽣時期の配慮
②⼯事直前の繁殖状況の把握
③⼯事中モニタリング

R3
年度

小田川付替環境調査業務

◆岩盤掘削のため発破⼯に着⼿
【発破⼯に伴う影響調査】

猛禽類監視、騒音、振動、低周波音調査
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◇経緯、背景



《確実な監視と影響低減策》

◇監視技術 Web監視カメラによるリアルタイム監視

（監視期間：R3.1.29～7.30）

※従来の定位記録法も同時に実施

◇影響低減策 馴化（コンディショニング）⇒ 本発破

※発破計画：火薬量、頻度・回数の検討

13cm

13cm
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《明確な影響評価》

◆4月17～25日にかけて産卵（4卵）

4卵中3卵が孵化し、幼鳥2羽の巣立ちを確認

◆騒音、振動、低周波音の影響なし

（個体の反応、周波数帯域音圧レベルより）

影響がなかった
ことの証明
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技術的特徴 ④

◇経緯、背景

H25
年度

高梁川水系小田川付替事業

環境影響評価書

◆⼯事時、貯⽔池及びその周辺に⽣息・
⽣育する外来⽣物の拡散防⽌

H26
年度

環境保全措置等全体計画

（基本計画）（案）

◆拡散防⽌対象種（6種）を選定
◆段階に応じた対応⽅針
・⼯事前︓分布等を把握
・⼯事中︓拡散防⽌対策
・供⽤後︓モニタリング調査

H28
年度

フォローアップ委員会

◆外来⿂の拡散防⽌対策の具体化、
効果的な⼿法の検討

◆ミシシッピアカミミガメ、
タイリクバラタナゴ、
アメリカザリガニの3種追加
工事前の現地調査

◆外来種の⽣息・⽣育状況を把握
◆オオフサモ等を加えた12種を
拡散防⽌対象種として再整理

小田川付替環境調査業務

◆R3年春季から拡散防⽌に関する
具体策に着⼿

◆カムルチーの追加（13種）

H29
年度

R2
年度

R5
継続
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《可能な限りの対応》

◇実施方法

対 策 方 法

個体駆除
投網、定置網、刺網、カメト
ラップ等による捕獲
※9か⽉、計24回

⼈⼯産卵床による繁殖
抑制（オオクチバス、
ブルーギル）

⼈⼯産卵床に産卵した卵の駆除
※6か⽉

⼯事現場での駆除
(オオキンケイギク等)

⼯事箇所で⽣育確認された場合、
施⼯業者による駆除
※適時

倉敷市との連携
（ヌートリア）

アサザの仮移植地である⼩⽥川
にカゴワナの設置
※1回
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《努⼒の成果》

分類群 種 名
駆除数量
（約5か月)

駆除位置

哺乳類 ヌートリア 2個体 小田川ワンド
爬虫類 ミシシッピアカミミガメ 132個体

柳井原
貯水池内

両生類 ウシガエル 2個体

魚 類

タイリクバラタナゴ 2個体
ブルーギル 2,609個体

オオクチバス
約77,000卵
2,674個体

カムルチー 23個体
底生動物 アメリカザリガニ 0個体

周辺⽔域への拡散防⽌
に少しでも貢献
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技術的特徴 ⑤

⼩⽥川河川⼯事に際し、⼯事の
影響が想定される希少⿂類等を
影響範囲外へ保護移動する

《対象》5⼯事、6地点

⼯事遅延が発⽣しないよう、作業計画⽴案、有識者・施⼯業者
との調整（配慮事項確認）及び迅速な現場対応（保護移動）

渡河部
（保護移動調査範囲）

⼊念な関係者調整と
迅速な対応
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《配慮事項》

⽔際植⽣を残置

⽔際植⽣を残置

河川工事計画

◆希少⿂類等に配慮した施⼯計画の
検討

◆施⼯計画にフィードバック
有識者等から助言

必要に応じて保護移動を実施

◆希少⿂類等の保全

河川工事の留意事項

◆⽔際植⽣残置等の配慮

■河川工事における希少魚類等の保全

《保護個体》
在来タナゴ類3個体、⼆枚⾙類4個体、
その他⿂類519個体
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★⾼評価の要素
⻑期にわたるモニタリングの経緯、背景を再整理し、
調査対象項⽬の位置づけを明確化
課題の解決
関係機関調整（⾏政、学識者等、⼯事業者、地元）
迅速な対応（地元ならでは）
業務スケジュール管理表の活⽤

★苦労したこと
⼯事進捗に応じて新たな環境影響の懸念と即時対応
外来種駆除は⼈海戦術、⽬標数値がないので達成度が
不明なこと
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ご清聴いただきありがとうございました
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